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行政改革、その他市政運営に対する意見・提言等 

（ 令和元年７月29日開催 ） 

 

※意見・提言等については、提出された原文のまま記載しております。 

 

その他 春のばらまつりから生まれるもの 

意見・提言等 市の考え方 

・ 令和元年になって初めて開催された「ばらま

つり」でしたが、開催期間の見ごろ時期が遅

れたことと松本市を主会場に開催された花フ

ェスタのため過去最低の入場者数で閉会しま

した。昨年より 5,000 人減の 33,000人で

した。 

一本木公園が開園されて 30 年以上、英国式

庭園が整備されて 10 年以上が経過、その間

他の公園でも「ばら」を植樹する公園が増加

し、開花時期の 6 月になると「ばらまつり」

を開催しています。 

来園者からは、一同に「すばらしい」「きれい

です」等満足した表情で応えてくれます。た

いへんうれしいことですが、「駐車場が傍にあ

れば、もっといいのに」また県内の会議等で

宣伝すると「ばらはとてもきれいで良かった

けれど、駐車場がないから」 

今、イベント開催を考えた場合は、まずは駐

車場です。実行委員会でも悩んでいるとは思

いますが、公園の周囲を再度調査して空き家

や荒廃地がないか？ 再考をお願いします。 

（都市計画課） 

・一本木公園の駐車場整備は費用対効果や公

共施設最適化の面から得策ではないと考えま

す。 

・駐車場の整備につきましては以前から検

討・調査していますが、バラまつりの来園者

をカバーできるだけのまとまった土地は取得

や借用が困難です。 

・費用面からも用地補償費や整地舗装などの

工事費には巨額の費用が必要で、バラまつり

の 16 日間のために駐車場を整備しても、そ

れに見合う経済効果は見込めません。 

・バラまつりは自動車での来園が多く、2019

年のバラまつり期間中で約 7,000 台の駐車

場利用がありました。 

・期間中は中野市防災広場とその周辺施設で

600 台分のまとまった駐車スペース（約 2 ﾍ

ｸﾀｰﾙ）を確保してバラまつり来園者に対応し

ています。 

・既存の市所有施設を効果的に利用すること

で対応しています。 

・また、通常時の近隣公園としての一本木公

園には 600 台分の駐車スペースは必要なく、

既設の北側駐車場と正面入口の駐車スペース

で十分足りています。 

・バラまつり実行委員会としては公園近くに

駐車場が欲しいところではあるが、小規模の

駐車場が出来ても根本的な解決にはならず、

駐車場を分散させると 来園者の混乱を招い

たり、誘導員の増員など経費増加のデメリッ

トもあるとのことです。 
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その他 春のばらまつりから生まれるもの 

意見・提言等 市の考え方 

・ まつり期間中に市内の空き店舗等を利用し

て、中野の特産品の販売や飲食があれば、来

場者に喜ばれるのではないか。 

県内外から訪れるばらまつりの有効活用を考

えるべきと思います。 

 

（営業推進課） 

まつり来場者を市街地に呼び込む方策は、そ

こに住む地域の方々の意欲、考え方が一番重

要であると考えております。 

賑わいのあるまちづくりに取り組めるよう、

引き続き、市としても積極的に支援して参り

たいと考えております。 

 


